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一年を実のある年に

均寿命を延ばすことに寄与してください。10
人も 20 人もの 100 歳以上の人が元気にてお
どりを踊っていれば、黙っていても大勢の人
がこの教会に寄ってきますからね」と冗談半
分、本気半分に言っておりました。

しかるに、ここ最近になって自分自身が老
いを意識しはじめてからは、「100 歳以上生
きろと言われるのもしんどいなあ…」と思う
ようになりました。身近な同世代や年下の人
たちが毎年一人二人と欠けるのを経験し、ま
た、自らの知力・体力の限界もおぼろげなが
らに分るようになりますと、「長生きしろ！」
とは安易には言えないようになり、これまで
の主張に反して “ 長生きするだけが人生では
ない ” という言い訳も考えるようになってい
るのです。

たとえば、立教以前のことですが、教祖が、
隣家の子供の病気平癒を、ご自身とお子様二
人の寿命を身代わりにして願われたことがあ
ります。その結果、隣家の人は 72 歳の長命
を頂かれましたが、お子様お二人は幼くして
出直されました。

また、東本大教会初代会長中川よし先生は
54 歳で出直されましたが、その５〜６年前
にお側の人に、「私がもし病気をしても、決
して神様にお願いをしてはいけない。私は自
分の生命を切りつぎ切りつぎお願いをしてき
て沢山の人にたすかって頂いた。勘定したら
私はもう 350 歳以上になっている。そんな
のが厚かましく生きているんだからね」と
おっしゃったと伝えられます。

この教祖のお子様たちの短いいのち、中川
先生の 54 年のいのちなどを考えると、人の
一生の値打ちは、ただ寿命の長さだけでは決
まらないとも申せましょう。

一休禅師という人は
門松は冥土の旅の一里塚　
　　　　めでたくもありめでたくもなし

とよんでいますが、この一年が “ 馬齢を重ね
ただけの年 ” にならぬよう、少しでも世界だ
すけに寄与できたと思える年になるように、
心して通らせて頂きたいと思う次第です。今
年も皆様方の変らぬお心よせをいただきます
ようお願い申し上げます。

謹　賀　新　年
『グローカル天理』を愛読くださる皆様方

には、恙なく新年をお迎えになったことと
拝察いたします。

さて、昔流に申しますと、新年を迎えるの
は歳を一つとるということですが、筆者は、
若い時には、長寿は信仰の証であって、長生
きするのは疑いなく善であると考えていまし
た。

30 年以上も前のことですが、においがけ
をしたアメリカ人の大学の先生から、「天理
市に住んでいる人の平均寿命は、日本の他
の町に比べて長いですか？」と聞かれたこ
とがあります。何故そんな質問をするのか
と問い返しますと、「天理という聖なる町に
は、“ おさづけ ” というヒーリングパワーを
持った人が沢山いる。その上 “ 憩の家 ” と
いう東洋一の病院があるのだから、住民は
病気になってもすぐに救かって、皆さん長
生きしているでしょう？」というのです。

それで、それも一理だと思ってその時の
天理市の平均寿命を調べてみました。その
結果は？　何と…天理市の平均寿命は男女
とも日本全体のそれとピッタリ同じだった
のです。これでは自慢はできないと、彼に
は結果を伝えませんでしたが、自分自身を
納得させるために、天理市の平均寿命が特
別に長くない理由を種々考えてみました。
“ 教祖は「村方早くにたすけたい」とおっ
しゃったけれども、ご在世当時から地元で
は信仰に反対する人の方がむしろ多かった。
現在でも天理市民全てが信者ではないのだ
から、平均寿命が他と同じでも何ら不思議
ではない ” とか、“ 憩の家の病院には、他の
病院で手に負えなくなった多くの重患・重
傷患者が運び込まれてくる。だから、救か
らない人も多くなる。憩の家があるから他
より長生きする人が多いだろうというのは
逆である ” などと種々原因を考えてはみま
したが、何れの言い分も “ 言い訳がましい
な ” という感が拭いきれませんでした。

それで、その後筆者が会長に就任した教
会の信者さんたちには、「皆さんはどんなこ
とがあっても元気で長生きして、教内の平


